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56 (260) 第 110巻第5号
から抹殺してしまう結果とならざるをえない。だが，このような調和論を批判
してきた科学的財政学の側においても，不生産的階級の機能を資本主義的生産
様式における労働，とくに，資本家の指揮，監督労働とその代行者の労働にお
ける「二重性」としてとらえ，その集中的な管理機能を考察するとしづ手続き
をよていたために汽 不生産的階級論により深〈立ちいることができなかった。
さらに，このような方向がでに〈かったわけば，自己の労働にもとづく所有の
論理のとにくみたてられた古典派の財政論を，他人の不払労働の支配にもとづ
〈所有の論理の立場から発展させることが不十分であったことと深〈関連して
し、る。
他人の不払労働の支配にもとづく所有は，自由競争の形式的な枠を維持する
資本家の機能によって保障されており，この保障のための労働こそ，不生産的
階級の本質でみる。そこで， この労働は資本家階級にとっての必要な空費であ
るにもかかわらず，その空費の負担を労働者階級に転嫁L この転嫁によって，
支払労働をすら，不払労働に転化させ I自由競争を擁護する形式」は，資本
家階級にとっての営業の自由，労働者に対しては，財産と営業権の侵害であっ
たこと，等々があきらかになった。不生産的階級による住民の生存競争の組織
化，資本家階級の公金の占有と営業の自由の法認， ここに資本主義財政は，そ
の出発点を見出すの己ある。生存競争の組織化に対抗するものとしての団結権
じ不生産的階級に対する民主主義的統制」の手がかりがえられ，資本主義的所
有の国家的独占への展開のなかで，物質的富の生産をになう労働と流通をにな
う労働の不生産的階級との結合によって，この統制の手がかりはますます急速
に発展すること，以トが，財政理論展開の背景であり，概観である。
16) 資本主義的管理上白「空費」を私t政企業と国家とのあいだにどのように分担すべきかについて
は，議論すべき問題を含むが，別の機会に論及したい.
